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（１）

　

著
者
の
川
内
さ
ん
と
全
盲
の
美
術
鑑
賞
者
で
写
真
家
で
も

あ
る
白
鳥
建
二
さ
ん
と
の
対
談
終
了
後
に
著
者
の
川
内
さ
ん

に
サ
イ
ン
を
お
願
い
し
た
。
本
を
手
渡
す
と
、
内
表
紙
の
黒

い
長
方
形
の
上
に
、
ゴ
ー
ル
ド
の
イ
ン
ク
ス
タ
ン
プ
で
「
開

か
れ
た
窓
」
が
捺
さ
れ
、
そ
の
下
に
メ
タ
リ
ッ
ク
シ
ル
バ
ー

の
ペ
ン
で
サ
イ
ン
、
そ
れ
に
「B

o
n
 
V
o
y
a
g
e
!

」
と
い
う
フ

レ
ー
ズ
が
書
か
れ
て
戻
っ
て
き
た
。
製
本
時
に
既
に
そ
う
な

る
こ
と
が
計
算
さ
れ
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
そ
れ
ら
が
書
か

れ
た
内
表
紙
は
１
枚
の
絵
画
の
よ
う
だ
。B

o
n
 
V
o
y
a
g
e
 

＝

良
い
旅
を
。
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
。
そ
の
フ
レ
ー
ズ
に
送
り

出
さ
れ
て
「
目
の
見
え
な
い
白
鳥
さ
ん
と
ア
ー
ト
を
見
に
行

く
」
旅
は
始
ま
る
。

　

旅
先
案
内
人
は
白
鳥
さ
ん
で
あ
る
。
と
い
っ
て
も
、
こ
の

本
は
白
鳥
さ
ん
に
よ
る
美
術
館
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
な

い
。
無
論
、
著
者
が
白
鳥
さ
ん
と
訪
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
美
術

館
や
諸
々
の
作
品
の
こ
と
は
書
か
れ
て
い
る
し
、
そ
れ
は
そ

れ
で
興
味
深
い
の
だ
が
、
全
編
に
お
い
て
根
底
に
あ
る
の
は
、

白
鳥
さ
ん
の
素
朴
な
質
問
「
な
に
が
見
え
ま
す
か
？
」
で
あ

る
。
そ
の
問
い
一
つ
で
、
物
の
見
方
や
感
じ
方
、
捉
え
方
、

思
想
や
記
憶
を
探
る
内
面
へ
の
旅
へ
と
人
を
向
か
わ
せ
て
し

ま
う
。
対
談
中
の
川
内
さ
ん
の
言
葉
に
「
『
す
ご
く
よ
く
見
る
』

こ
と
に
よ
っ
て
『
す
ご
く
絵
の
見
方
が
変
わ
る
』
」
と
あ
っ
た
。

当
た
り
前
の
こ
と
の
よ
う
だ
が
、
実
際
に
試
し
て
み
る
と
、

「
す
ご
く
よ
く
見
る
」
行
為
は
「
も
の
す
ご
く
脳
を
使
う
」
こ

と
を
痛
感
す
る
。
相
手
に
わ
か
る
よ
う
に
説
明
し
よ
う
と
す

れ
ば
言
葉
も
使
う
し
気
も
使
う
。
脳
ト
レ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。

た
だ
、
白
鳥
さ
ん
は
作
品
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
の
で
は
な
く
、
「
み
ん
な
で
見
る
、
話
す
と
い
う
プ
ロ

セ
ス
の
中
で
意
味
を
探
っ
た
り
、
発
見
し
て
い
く
の
が
面
白

い
」
と
言
う
。
質
問
の
答
え
の
言
葉
を
一
切
否
定
し
な
い
、

そ
ん
な
白
鳥
さ
ん
と
だ
か
ら
こ
そ
、
「
一
緒
に
ア
ー
ト
を
見

に
行
き
た
い
」
旅
人
希
望
者
が
後
を
絶
た
な
い
の
だ
ろ
う
。

　

長
く
暮
ら
し
た
英
国
は
ロ
ン
ド
ン
の
美
術
館
や
博
物
館
の

多
く
は
入
場
無
料
で
あ
っ
た
。
午
後
3
時
に
陽
の
落
ち
る
、

長
く
寒
い
季
節
に
は
、
連
日
終
日
美
術
館
で
過
ご
す
人
も
少

な
く
な
い
。
美
術
教
師
に
引
率
さ
れ
た
小
学
生
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ

と
15
名
ほ
ど
入
っ
て
き
て
、
め
い
め
い
気
に
入
っ
た
作
品
の

前
の
床
に
寝
そ
べ
っ
た
り
ベ
ン
チ
に
腰
掛
け
た
り
し
て
、
好

き
な
姿
勢
で
好
き
な
よ
う
に
模
写
を
し
、
自
分
は
何
故
そ
の

作
品
を
選
ん
だ
の
か
、
な
ぜ
、
ど
こ
が
好
き
な
の
か
を
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
ら
に
発
表
す
る
、
と
い
う
場
面
に
何
度
か
遭
遇
し

た
（
ち
な
み
に
、
友
人
の
中
学
生
の
娘
の
修
学
旅
行
先
は
隣

国
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
だ
っ
た
）
。「
美
術
館
と
は
、

長
蛇
の
列
に
並
び
、
高
い
入
館
料
を
払
い
、
数
点
の
高
尚
な

名
作
を
数
分
の
間
、
静
か
に
静
か
に
拝
み
に
行
く
と
こ
ろ
」

と
い
う
日
本
で
の
先
入
観
が
染
み
付
い
た
私
は
、
文
化
の
違

い
に
溜
息
を
つ
き
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
美
術
を

楽
し
む
姿
を
楽
し
ん
だ
。
「
白
鳥
さ
ん
の
美
術
鑑
賞
」
は
こ

れ
に
近
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
私
が
美
術
館
で
鑑
賞
し
た
の

は
、
展
示
作
品
で
は
な
く
、
小
学
生
ら
の
「
美
術
の
時
間
」

そ
の
も
の
だ
っ
た
。
我
が
息
子
も
五
歳
の
時
に
学
校
で
「
マ

チ
ス
」
を
習
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
や
色
の
紙
を
組
み
合
わ
せ
、

見
事
に
マ
チ
ス
っ
ぽ
い
栞
を
作
っ
て
き
た
。
こ
の
「
見
事
に

マ
チ
ス
っ
ぽ
い
」
の
正
体
が
一
体
何
な
の
か
、
ど
う
い
う
こ

と
な
の
か
、
な
ぜ
自
分
は
そ
う
思
う
の
か
。
自
分
は
何
が
見

え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
何
が
見
え
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
。「
見

事
に
マ
チ
ス
っ
ぽ
い
」
栞
を
「
目
の
見
え
な
い
白
鳥
さ
ん
と

ア
ー
ト
を
見
に
行
く
」
に
挟
ん
で
、
私
は
ま
だ
ま
だ
一
人
で

旅
の
途
中
で
あ
る
。

 

（
集
英
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）

〈図書室のつどい 参加者の感想〉

篠沢 久二子

川内有緒 著
  『目の見えない白鳥さんと
     　アートを見にいく』に参加して

かわうち　ありお



　

公
民
館
で
ア
ニ
メ
講
座
が
聞
け
る
な
ん
て
新

鮮
な
驚
き
だ
っ
た
。
し
か
も
取
り
上
げ
る
の
は
、

今
を
と
き
め
く
新
海
監
督
。
私
は
『
君
の
名
は
。
』

で
初
め
て
新
海
誠
の
名
を
知
っ
た
し
、
榎
本
先

生
の
お
話
を
聞
く
の
も
初
め
て
で
、
著
書
も
読

ん
だ
事
が
な
か
っ
た
が
、
初
回
か
ら
〝
目
か
ら

ウ
ロ
コ
〟
の
連
続
で
、
新
海
作
品
を
隅
々
ま
で

読
み
解
く
内
容
に
、
ど
ん
ど
ん
引
き
込
ま
れ
た
。

先
生
は
、
同
じ
テ
ー
マ
の
講
義
を
大
学
で
は
90

分×

14
回
、
半
年
か
け
る
と
こ
ろ
を
本
講
座
は

た
っ
た
の
１
２
０
分×

６
回
だ
っ
た
の
で
、
先

生
の
著
書
や
、
監
督
の
手
に
よ
る
ノ
ベ
ラ
イ
ズ

本
を
予
め
読
み
、
講
義
の
前
後
に
は
作
品
を
観

て
理
解
を
深
め
る
よ
う
務
め
た
。
す
る
と
中
高

校
生
時
代
に
戻
っ
た
よ
う
で
ワ
ク
ワ
ク
し
た
。

ア
ニ
メ
雑
誌
を
読
み
耽
り
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ガ
ン

ダ
ム
に
夢
中
だ
っ
た
あ
の
頃
、
ア
ニ
メ
関
係
の

仕
事
に
憧
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

　

「
一
つ
一
つ
の
カ
ッ
ト
に
目
を
凝
ら
し
て
、

そ
こ
に
一
体
何
が
描
か
れ
て
い
る
の
か
し
っ
か

り
見
据
え
て
、
観
客
自
身
が
物
語
を
自
分
の
頭

の
中
で
生
成
し
て
い
く
」
こ
と
が
ア
ニ
メ
を
見

る
と
い
う
こ
と
だ
と
い
う
先
生
の
言
葉
は
衝
撃

的
だ
っ
た
。
そ
し
て
「
ア
ニ
メ
は
一
瞬
映
る
シ

ー
ン
に
全
て
が
語
ら
れ
て
い
る
。
偶
発
的
な
事

象
が
映
り
込
む
可
能
性
の
あ
る
実
写
と
は
違

い
、
ア
ニ
メ
は
必
ず
意
図
し
て
描
か
れ
て
い

る
。
」
と
も
。
私
は
今
ま
で
、
い
か
に
漫
然
と

ア
ニ
メ
を
見
て
い
た
の
か
と
、
た
だ
た
だ
茫
然

と
し
て
し
ま
っ
た
。

　

第
１
回
は
処
女
作
『
遠
い
世
界
』
『
彼
女
と

彼
女
の
猫
』
『
ほ
し
の
こ
え
』
に
つ
い
て
。
「
処

女
作
の
中
に
は
、
ほ
ぼ
全
て
が
完
全
に
あ
る
」

と
の
先
生
の
言
葉
通
り
、
新
海
監
督
の
全
て
が

見
事
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
新
海
監
督
が
ア
ニ

メ
を
専
用
に
作
る
場
の
出
身
で
は
な
い
こ
と
が

他
の
追
随
を
許
さ
ぬ
ユ
ニ
ー
ク
さ
に
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
も
知
っ
た
。
第
２
回
は
『
雲
の
向

こ
う
、
約
束
の
場
所
』
『
秒
速
５
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
』
。
第
３
回
は
『
星
を
追
う
子
ど
も
』
『
言

の
葉
の
庭
』
。
第
４
回
は
『
君
の
名
は
。
』
。
第

５
回
の
『
天
気
の
子
』
を
劇
場
公
開
時
に
見
て

印
象
に
残
っ
た
場
面
が
あ
る
。
主
人
公
が
家
出

し
、
新
宿
の
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
で
愛
読
書
ら
し
き

村
上
春
樹
訳
の
『T

h
e
 
C
a
t
c
h
e
r
 
i
n
 
t
h
e
 

R
y
e
 

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
・
イ
ン
・
ザ
・
ラ
イ
』
で

カ
ッ
プ
麺
の
蓋
を
押
さ
え
る
描
写
の
、
細
部
へ

の
こ
だ
わ
り
っ
ぷ
り
に
感
嘆
し
た
。
リ
ア
リ
テ

ィ
を
出
す
た
め
に
実
在
す
る
物
を
描
き
込
む
の

が
新
海
作
品
の
特
徴
と
い
う
解
説
に
納
得
。
第

６
回
は
最
新
作
『
す
ず
め
の
戸
締
ま
り
』。『
君

の
名
は
。』『
天
気
の
子
』
と
合
わ
せ
て
災
害
三

部
作
と
い
う
そ
う
だ
。『
す
ず
め
の
戸
締
ま
り
』

は
、
ま
さ
に
震
災
を
扱
っ
て
い
る
。
し
か
も
３
．

11
か
ら
11
年
後
の
11
月
11
日
に
公
開
さ
れ
、
東

日
本
大
震
災
へ
の
こ
だ
わ
り
が
感
じ
ら
れ
る
。

忘
却
を
テ
ー
マ
と
し
て
扱
っ
て
い
た
『
君
の
名

は
。
』
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
彷

彿
と
さ
せ
る
立
ち
入
り
禁
止
の
バ
リ
ケ
ー
ド

が
描
か
れ
、
こ
れ
も
福
島
原
発
事
故
を
想
起
さ

せ
る
。
今
年
７
月
に
は
福
島
第
一
原
発
の
放
射

能
汚
染
水
が
海
洋
放
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

し
、
原
発
事
故
の
被
害
は
依
然
と
し
て
続
い
て

い
る
。
一
方
、
私
た
ち
の
記
憶
か
ら
３
．
11
が

薄
れ
て
い
る
こ
と
も
否
め
な
い
。
ア
ニ
メ
は
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
で
は
あ
る
が
、
大
事
な

こ
と
、
忘
れ
た
く
な
い
こ
と
、
忘
れ
て
は
い
け

な
い
こ
と
を
記
憶
に
留
め
る
役
割
を
担
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

（２）図書室月報 2023 年 (令和 5 年 )５月

〈
作
家
と
作
品

・
連
続
講
座　

参
加
者
の
感
想
〉

﹁
新
海
誠
の
表
現
世
界
～
初
期
作
品
か
ら

　
　

最
新
作
﹃
す
ず
め
の
戸
締
り
﹄
ま
で
﹂
に
参
加
し
て

中
西 

景
子

講　師 山岸 郁子 （日本大学・日本近代文学）

と 　 き  ５月１１日 （木）  夜７時半～９時半
ところ 公民館  地下ホール
申込先 公民館  ☎（５７２）５１４１

―記憶の欠片を拾い集めて―

藤野可織 『ドレス』 （河出文庫）

＊次回は６月８日 ( 木 )
山田詠美 『ファーストクラッシュ』
（文春文庫） です。

くにたちブッククラブ

２
０
２
２
年
８
月
25
日
・
９
月
１
・
15
・
29
日
・
10
月
６
・
20
日
開
催

    



ル
ポ　

ア
メ
リ
カ
の
核
戦
力 

渡
辺
丘
（
岩
波
書
店
）
393

〈
自
然
科
学
〉

や
っ
て
く
る 

郡
司
ペ
ギ
オ
幸
夫
（
医
学
書
院
）
404

Ｆ
ｏ
ｒ
ｇ
ｅ
ｔ　

ｉ
ｔ　

Ｎ
ｏ
ｔ 

阿
部
大
樹
（
作
品
社
）
493

〈
工
業
〉

食
を
め
ぐ
る
「
菌
」
の
話 

今
野
宏
（
産
学
社
）
588

や
ま
と
尼
寺
精
進
日
記　

１
～
３ 

 
 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
や
ま
と
尼
寺
精
進
日
記
」
制
作
班
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）
596

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
料
理
と
歴
史 

 

オ
レ
ナ
・
ブ
ラ
イ
チ
ェ
ン
コ
（
小
学
館
）
596

〈
産
業
〉

世
田
谷
・
大
平
農
園
け
や
き
が
見
守
る
四
〇
〇
年
の
暮
ら
し 

 
 

 

大
平
美
和
子
（
旬
報
社
）
611

〈
芸
術
〉

草
木
の
聲 

志
村
ふ
く
み
詩
（
京
都
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
）
753

木
下
恵
介
と
そ
の
兄
弟
た
ち 

 
 

 

木
下
忍
（ 

幻
冬
舎
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
）
778

〈
言
語
〉

「
日
本
人
の
日
本
語
」
を
考
え
る 

庵
功
雄
（
丸
善
出
版
）
810

<

や
さ
し
い
日
本
語>

と
多
文
化
共
生 

庵
功
雄
（
コ
コ
出
版
）
810

〈
文
学
〉

怪
奇
文
学
大
山
脈 

荒
俣
宏
（
東
京
創
元
社
）
908

こ
の
父
あ
り
て 

梯
久
美
子
（
文
藝
春
秋
）
910

リ
バ
ー 

奥
田
英
朗
（
集
英
社
）
91
お

失
踪
願
望
。 

椎
名
誠
（
集
英
社
）
91
し

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
が
焼
け
る
ま
で 

髙
橋
丁
未
子(

静
人
舎) 

91
た

目
取
真
俊
短
篇
小
説
選
集 

１
～
３ 

目
取
真
俊(

影
書
房)

91
め

罪
の
境
界 

薬
丸
岳
（
幻
冬
舎
）
91
や

私
の
こ
と
だ
ま
漂
流
記 

山
田
詠
美
（
講
談
社
）
91
や

希
望
で
は
な
く
欲
望 

キ
ム
・
ウ
ォ
ニ
ョ
ン
（
東
京
ク
オ
ン
）
92
キ

天
文
学
者
は
星
を
観
な
い 

シ
ム
・
チ
ェ
ギ
ョ
ン
（
亜
紀
書
房
）
92
シ

ペ
ス
ト
の
夜 

上
・
下 

オ
ル
ハ
ン
・
パ
ム
ク
（
早
川
書
房
）
92
パ

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

新
着
図
書
か
ら

〈
哲
学　

心
理
学　

宗
教
〉

原
典
朝
鮮
近
代
思
想
史
１
～
６ 

宮
嶋
博
史
編
（
岩
波
書
店
）
129

〈
歴
史
〉

難
民
に
希
望
の
光
を　

真
の
国
際
人
緒
方
貞
子
の
生
き
方 

 

中
村
恵
（
平
凡
社
）
289

京
都
不
案
内 

森
ま
ゆ
み
（
世
界
思
想
社
）
291

〈
社
会
科
学
〉

資
料
沖
縄
問
題 

（
旬
報
社
）
319

国
際
平
和
を
歴
史
的
に
考
え
る 

岡
本
隆
司
編
（
山
川
出
版
社
）
319

Ｓ
Ｎ
Ｓ
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
現
代 

井
口
裕
紀
子
（
人
文
書
院
）
367
い

１
４
歳
か
ら
考
え
た
い
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ 

 

ヴ
ェ
ロ
ニ
ク
・
モ
テ
ィ
エ
（
す
ば
る
舎
）
367
モ

タ
フ
ラ
ブ　

絆
を
手
放
す
生
き
方 

信
田
さ
よ
子
（dZERO
）
367

こ
の
か
ら
だ
が
平
和
を
つ
く
る 

安
積
遊
歩
（
大
月
書
店
）
369

い
つ
か
来
る
と
わ
か
っ
て
い
た
介
護 

今
泉
容
子
（
彩
流
社
）
369

サ
イ
ボ
ー
グ
に
な
る 

キ
ム
・
チ
ョ
ヨ
ブ
（
岩
波
書
店
）
369

精
神
障
害
を
生
き
る 

駒
澤
真
由
美
（
生
活
書
院
）
369

ボ
ー
ダ
ー 

移
民
と
難
民 

 

佐
々
涼
子
（
集
英
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
369

津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
「
優
生
テ
ロ
」
事
件
、
そ
の
深
層
と
そ
の
後 

 

佐
藤
幹
夫
（
現
代
書
館
）
369

残
土
の
闇 

静
岡
新
聞
社
（
静
岡
新
聞
社
）
369 

「
脳
コ
ワ
さ
ん
」
支
援
ガ
イ
ド 

鈴
木
大
介
（
医
学
書
院
）
369

３
・
11
震
災
を
知
ら
な
い
君
た
ち
へ 

鈴
木
利
典
（
ぱ
る
す
出
版
）
369

公
民
館
に
お
け
る
災
害
対
策
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

 

全
国
公
民
館
連
合
会
編
（
第
一
法
規
）
369

認
知
症
が
拓
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

手
島
洋
（
ク
リ
エ
イ
ツ
か
も
が
わ
）
369

シ
ン
ク
ロ
と
自
由 

村
瀨
孝
生
（
医
学
書
院
）
369

生
涯
学
習
と
地
域
づ
く
り
の
ハ
ー
モ
ニ
ー 

田
中
雅
文
（
学
文
社
）
379

〈
共
生
と
自
治
〉
の
社
会
教
育 

辻
浩
（
旬
報
社
）
379

（３） 図書室月報 2023 年 (令和 5 年 )５月

　
　

日
本
の
森
林
と
木
の
文
化—

木
が
作
り
あ
げ
た
文
化

　

日
本
人
は
木
と
と
も
に
文
化
を
作
り
上
げ
て
き
た
。
日
本

列
島
の
山
々
は
木
々
に
覆
わ
れ
、
緑
に
あ
ふ
れ
た
風
景
が
広

が
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
森
林
の
め
ぐ
み
を
享
受
す
る
こ

と
で
、
木
の
文
化
は
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
世
界
最
古
の
木
造
建
築
で
あ
る
法
隆
寺
金
堂
を

は
じ
め
、
前
近
代
の
建
物
の
ほ
と
ん
ど
が
木
で
つ
く
ら
れ
て

き
た
こ
と
は
そ
の
証
し
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
。
ま
た
、
木
と

と
も
に
歩
ん
だ
長
い
歴
史
の
な
か
で
、
身
近
な
生
活
道
具
か

ら
美
術
工
芸
品
に
至
る
ま
で
、
木
を
扱
う
深
い
知
識
と
高
い

技
術
を
蓄
積
し
て
来
て
お
り
、
世
界
に
誇
る
べ
き
日
本
の
文

化
で
あ
る
。

　

い
っ
ぽ
う
で
現
代
の
日
本
、
と
く
に
都
市
部
で
は
鉄
や
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
が
林
立
し
、
人
び
と
は

屋
外
を
見
る
に
も
ガ
ラ
ス
の
窓
越
し
、
室
内
を
見
わ
た
し
て

も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に
囲
ま
れ
、
化
学
繊
維
の
衣
服
を
身

に
ま
と
っ
て
い
る
。
日
常
生
活
と
森
や
木
と
の
距
離
が
離
れ

て
い
る
た
め
、
森
林
の
め
ぐ
み
を
実
感
し
に
く
い
か
も
し
れ

な
い
。
と
は
い
え
、
春
に
は
サ
ク
ラ
、
秋
に
は
モ
ミ
ジ
と
、
木
々

の
告
げ
る
季
節
の
移
ろ
い
は
私
た
ち
の
感
性
に
息
づ
い
て
い

る
。
言
葉
を
み
て
も
、
ち
ぐ
は
ぐ
な
状
態
を
「
木
に
竹
を
接

ぐ
」
と
表
現
し
た
り
、
ハ
レ
の
舞
台
を
「
檜
舞
台
」
と
い
っ

た
り
す
る
。
こ
の
よ
う
に
木
々
は
今
な
お
生
活
の
な
か
に
溶

け
込
ん
で
お
り
、
単
な
る
物
質
的
な
存
在
意
義
を
超
越
し
て
、

日
本
の
文
化
に
深
く
根
付
い
て
い
る
の
で
あ
る
。 （
岩
波
書
店
）

海
野
聡 

著

    『
森
と
木
と
建
築
の
日
本
史
』

<

一
節>



　　

伊
予
松
山
出
身
で
、
日
露
戦
争
で
活
躍
し
た
秋
山
好
古
・

真
之
兄
弟
や
、
俳
句
・
和
歌
等
の
革
新
に
か
け
た
正
岡
子
規

を
主
人
公
と
し
た
、
司
馬
遼
太
郎
の
『
坂
の
上
の
雲
』
は
私

の
愛
読
書
の
一
つ
で
す
。
息
子
の
名
前
に
著
者
名
を
も
ら
う

ほ
ど
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
夏
目
漱
石
に
つ
い
て
も
、
少
し

ふ
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
こ
の
本
は
、
夏
目
漱
石
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
鏡

子
夫
人
や
長
兄
の
大
助
等
の
家
族
、
子
規
な
ど
友
人
た
ち
、

寺
田
寅
彦
ら
門
弟
と
の
交
流
を
描
い
た
小
説
で
す
。

　

夏
目
金
之
助
、
雅
号
を
漱
石
、
は
子
供
が
い
る
家
に
久
し

ぶ
り
に
生
ま
れ
た
子
供
、
い
わ
ゆ
る
〝
恥
か
き
っ
子
〟
と
し

て
奉
公
人
の
里
子
に
出
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
事
情
が
あ

り
、
し
ば
ら
く
母
子
と
も
夏
目
の
実
家
に
戻
り
ま
す
。
そ
の

と
き
大
助
と
出
会
い
ま
す
。
大
助
は
弟
金
之
助
の
才
能
に
気

づ
き
、
そ
の
後
、
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。
一
つ
は
金
之
助

を
寄
席
小
屋
に
連
れ
て
行
っ
た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
英
語
を

薦
め
、
進
学
さ
せ
て
く
れ
た
こ
と
。
金
之
助
は
寄
席
小
屋
で

噺
家
の
話
を
聞
い
て
落
語
に
興
味
を
持
ち
、
の
ち
の
仕
事
に

大
い
に
、
影
響
さ
れ
ま
す
。
ま
た
こ
れ
か
ら
は
英
語
の
時
代

に
な
る
と
思
い
、「
漢
籍
、
漢
詩
も
い
い
が
、外
国
語
を
習
え
。

や
る
な
ら
英
語
が
い
い
」
と
す
す
め
、
実
父
に
「
学
費
を
貸

し
付
け
て
く
れ
な
い
か
」
と
談
判
し
ま
す
。
幼
少
か
ら
青
年

期
に
か
け
て
、
肉
親
の
関
与
が
そ
の
後
の
人
生
に
大
き
く
影

響
し
ま
す
。
私
も
恥
か
き
っ
子
で
、
進
学
の
際
に
、
相
談
し

た
長
兄
の
励
ま
し
が
大
き
か
っ
た
の
を
思
い
だ
し
ま
し
た
。

　

子
規
も
祖
父
か
ら
漢
詩
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
ま
す
。
こ
の

時
代
の
人
の
そ
れ
が
素
地
に
な
っ
て
お
り
、
大
学
予
備
門
で

の
米
山
保
三
郎
を
加
え
た
３
人
の
親
交
の
も
と
に
な
り
ま

す
。
子
規
、
漱
石
と
い
え
ば
俳
句
は
切
り
離
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
子
規
は
「
蕪
村
を
学
ば
ね
ば
本
物
の
俳
句
に
は
近

づ
け
ん
ぞ
な
」
と
教
え
ま
す
。
去
年
、
初
め
て
俳
句
を
つ
く

っ
た
私
に
は
、
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
写
生
俳
句
を
重
視

す
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
そ
う
で
す
。
子
規
の
代
表
作
「 

柿

食
え
ば
鐘
が
鳴
る
な
り
法
隆
寺
」
も
東
大
寺
の
鐘
で
あ
っ
た

と
か
聞
き
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
の
番
組
に
よ
る
と
、
こ
の
句
に

は
漱
石
の
句
が
下
地
に
な
っ
て
い
る
と
か…

…

。

　

鏡
子
夫
人
の
こ
と
は
、
単
行
本
下
の
表
紙
に
あ
る
よ
う

な
美
人
で
あ
り
、
金
之
助
は
旅
行
の
際
、
月
光
の
下
に
い

る
彼
女
を
見
て
そ
の
美
し
さ
に
思
わ
ず
つ
ぶ
や
き
ま
す
。

「 
I
 
l
o
v
e
 
y
o
u
.

」 

講
義
の
中
で
、
学
生
に
そ
の
和
訳
を

問
わ
れ
て
「
『
月
が
綺
麗
で
す
ね
。
』
と
で
も
訳
せ
」
と
回

答
し
た
そ
う
な
。

　

金
之
助
は
松
山
の
中
学
か
ら
熊
本
の
五
高
、
帝
大
講
師
と

赴
任
し
ま
す
。
そ
の
時
の
収
入
や
家
賃
に
触
れ
ら
れ
て
い
ま

す
。
中
学
の
給
与
八
十
円
は
校
長
の
六
十
円
よ
り
高
い
の
で

す
。
五
高
で
は
百
円
。
家
賃
は
「
名
月
や
十
三
円
の
家
に
住

む
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
帝
大
で
は
年
俸
合
わ
せ
て
千
五
百

円
の
高
給
を
と
っ
て
お
り
、
二
十
五
円
も
の
家
賃
を
払
っ
て

い
ま
し
た
。
自
分
で
は
、
言
い
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
他

人
の
収
入
は
知
り
た
い
も
の
で
す
。
で
も
生
活
の
た
め
だ
っ

た
ら
聞
か
な
い
わ
け
に
は
い
け
ま
せ
ん
ね
。
だ
っ
て
「
聞
く

は
一
時
の
恥
、
聞
か
ぬ
は
一
生
の
恥
。」
で
す
も
の
ね
。

 

（
講
談
社
）

 

伊
集
院
静 

著

   

『
ミ
チ
ク
サ
先
生
』

〈
私
の
本
棚
か
ら　

第
２
回
〉

へ
ん
ぼ
う

今
村 

三
郎

図
書
室
の
つ
ど
い

　

近
年
、
散
歩
や
ま
ち
歩
き
の
切
り
口
の
１
つ
と
し
て
、か
つ
て
の
川
の
跡
「
暗

渠
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
の
川
が
人
々
の
生
活
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
変
貌
を

遂
げ
て
き
た
の
か
、
人
と
川
と
の
か
か
わ
り
方
と
い
っ
た
観
点
を
通
じ
て
、

東
京
の
ま
ち
の
変
遷
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

　

暗
渠
を
知
る
こ
と
で
、
ま
ち
の
見
え
方
が
さ
ら
に
多
層
的
で
豊
か
な
も
の

に
変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　〈
本
田
さ
ん
の
本
〉

表
題
作
（
山
川
出
版
社
）、『
東
京
暗
渠
学
』（
洋
泉
社
）、

編
著
・
共
著
に
『
東
京
暗
渠
散
歩
・
改
訂
版
』

（
実
業
之
日
本
社
）
ほ
か

『
水
の
な
い
川

       　
  

暗
渠
で
た
ど
る
東
京
案
内

』

と　

き 

６
月
25
日
（
日
） 

昼
２
時
～
４
時

と
こ
ろ 

公
民
館　

３
階
講
座
室

定　

員 

会
場
受
講 

30
名
（
申
込
先
着
順
）

 

オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
30
名
（
申
込
先
着
順
）

申
込
先 

5
月
17
日
（
水
）
朝
９
時
～

 
                

６
月

２２
日
（
木
）  

夕
５
時

会
場
受
講 

公
民
館  

☎
（
５
７
２
）
５
１
４
１

オ
ン
ラ
イ
ン
受
講　

下
記
参
照

※

参
加
方
法
の
詳
細
は
前
日
ま
で
に
メ
ー
ル
し
ま
す
。 

当
日
、

参
加
側
の
環
境
に
よ
る
接
続
や
音
声
の
不
備
に
つ
い
て
の
問
合
せ

に
は
、
対
応
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【オンライン受講申込のメールに明記いただく事項】

申込先：sec_kominkan@city.kunitachi.lg.jp
件名： 図書室のつどい講座
本文： ①氏名　②ふりがな　③住所　④電話番号

お
話  

本
田 

創 

（
暗
渠
者
・
文
筆
家
）

あ
ん　

き
ょ

そ
う

（４）図書室月報 2023 年 (令和 5 年 )５月


	月報５月号（１）
	月報５月号（２）
	月報５月号（３）
	月報５月号（４）

